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研究成果の概要（和文）：三年間の本研究計画によって安全保障文化におけるEU加盟各国の特徴や共通点・相違点を前
研究計画の成果に基づいてさらに深めることに成功した。その結果は「安全保障・戦略文化の収斂と変容」という題名
の書籍として発表する予定である。本研究計画参加者の大部分が執筆する。今までの成果をさらに発展させて、2016年
秋には最終結果として国際政治学会研究大会で報告を行う。この分野における我が国では初の試みである。

研究成果の概要（英文）：We could successfully make clear the security and strategic cultures of EU member 
countries for three years.I will edit a book titled "Convergence and Transformation of Security and 
Strategic Cultures" in 2016.We are programming to finalize our project through organizing a symposium on 
this topic in Autumn of 2016.

研究分野： 国際関係論
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１．研究開始当初の背景 
安全保障・戦略文化研究は国際政治学の領域
では新しい分野であり、わが国ではまだ未開
の研究分野である。本研究計画はそれまでの
2 回の科学研究費プロジェクト（3 年計画、2
回）などにおいて、会合を開いて方法論など
について議論してきた延長である。本格的に
地域を基礎とするケーススタディが必要と
いうことで参加者は一致した。 
 
２．研究の目的 
本研究計画は 広義の安全保障分野の活動
の基層にある文化(価値規範や思考・行動様
式)が同分野でのEUガバナンス(問題解決のた
めの民主的・水平的合意形成)に与える影響プ
ロセスと EU のガバナンスの成果としての慣
習・制度がその機能を通して新たな共通文化
を生み出すプロセスの間の相互作用・補完関
係を解明することを目的とする。そうした双
方向のアプローチは欧州統合のダイナミズ
ムをより基盤的かつ動態的に理解すること
を可能にすると考えられる。そしてそのダイ
ナミズムはグローバル・ガバナンスやアメリ
カのガバナンスとの相互作用を分析し、比較
研究することによってより客観的に理解で
きると考えられる。 
すなわち、本研究テーマの大きな目的は「EU
ガバナンス」という比較的研究領域と、日本
では未開拓の研究領域である「安全保障文化
研究」の接点を追求することにある。 
 
３．研究の方法 
(1)近年急速に発展しているEUのガバナンス
として、広義の安全保障文化(共通防衛・移
民政策・人間の安全保障などを含む)での実
態と背景となる文化的要因についての理解
を深める。 
(2)研究分担者が担当する国・国際機関での
ガバナンスへの取り組み、国内(機構内)での
争点(アクターの役割分担・コミットの程
度・合意プロセス)を明らかにする。 
(3) EU のガバナンス安全保障文化に対する 
EU 各国と米国の見方についての考察を深め
る。 
(4)国連や世界的規模でのガバナンスについ
ての理解を深める。 
(5)海外とのネットワークの擁立を図る。 
研究分担者はそれぞれの担当国・機関にとっ
ての本研究との関連で重要と思われるテー
マを絞り、基本となる研究枠組みの中で資料
分析を進める。 
(6)研究会合を定期的に開催する。本研究は
海外調査が中心であるが、日本人だけで研究
活動を行うことによる意見の偏りを少しで
もなくすために、海外研究協力者を招聘して
研究会を行う。 
 
４．研究成果 
(1)2013 年度(1 年目) 
①EU のガバナンスに関する認識を特に共通

安全保障・防衛政策や人間の安全保障分野に
おいて深めた。 
②研究分担者が担当する国と地域でのガバ
ナンスの取り組みについて概要の把握に努
めた。 
③とくにそのためのアクターやコミットの
仕方については各国で違いがあるので、その
点について確認した。 
④国連や世界規模でのガバナンスについて
も EU との比較的観点から考察した。 
⑤フランスで日仏知的交流を行い、ヨーロッ
パとの共同事業を実施することができた。 
(2)2014 年度(2 年目) 
①EU のガバナンスの背景にある文化的要素
についての発表会を 2回行った。学内で文化
外交のテーマに即した会合を実施した。 
②ウクライナ問題に関して研究者を集めて
シンポジウムを開催した。 
③海外での学会に参加、発表を行い、研究分
担者が参加する本を出版した。 
(3)2015 年度 (3 年目) 
最終年度であるので、業績の整理とまとめの
作業を行った。 
広義の安全保障文化の基層についての担当
の国・地域における特徴を明らかにし、検討
した。個別のテーマは国によって異なってい
たが、それぞれの安全保障文化や価値規範や
行動様式を議論した。その研究成果について
は、学会のシンポジウムで報告し、広く関連
研究者に問いかけた。 
成果としては、もちろんそれぞれの国・地域
の特徴があるが、テーマを超えて規範の背景
となる価値が収斂していく傾向が見られる
事、また、ドイツの防衛安全保障観が変化し
ていった例にみられるように固有なものと
考えられがちな安全保障文化そのものが変
容するという点について意見が一致した。 
それは、また、この分野での思考様式や行動
様式の一元化というプロセスを通して、ＥＵ
全体のガバナンス形成に大いに寄与するこ
とになる。ここでは、法制度を超えた双方向
的で水平的な合意形成として、ガバナンスを
理解する。そのプロセスや結果はアメリカと
は異なった形でＥＵの場合は示されている。 
研究分担者各自はそれぞれの地域・分野にお
いて、こうした視点での研究を深めることが
でき、同時にそのリサーチプロセスを通して、
各国の専門家との間に関係を深め、ネットワ
ークを構築することに成功した。現在、今秋
の出版を目指して、共著作(仮題:安全保障文
化の比較研究:芦書房)の準備を進めている。 
今後は、この安全保障文化が、外交や外交当
事者にどのように影響を持つかという点と
それぞれの地域や国によって異なった現象
として現れるプロセスについて、考察を深め、
モデルを検証できるようにしたいと思う。最
後にこうした諸地域との比較検討をする中
で、日本外交・安全保障文化について、検証
できればと考える。 
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